
 

 

県民の手話に対する理解

手話を利用しやすい環境

整備していくことが必要

手話の普及等に関する

条例が制定されました

【【【条条条例例例ののの主主主ななな内内内

この条例では、ろう

共生することのできる

● 基本理念 

● 県の責務・県民

● 手話推進計画

等について定めています
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理解を深め、 

環境を 

必要であると考え、 

する施策を推進するための 

ました。 
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ろう者とろう者以外の者が 

することのできる地域社会の実現を目指して

県民、事業者の役割 

手話推進計画 

めています。 

詳詳ししくくはは裏裏面面へへ
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施行だよ。 

して、 

・・・ 
へへ  



 

 

● 基本理念 

手話の普及等は、ろう者とろう

その人格と個性を尊重し合

意思疎通や情報の取得又は利用

推進していきます。 

 

● 県の責務等 

■県は、社会的障壁の除去

手話を使用する者の協力

■県は、手話の普及等に関

市町村と連携・協力に努

 

● 県民、事業者の役割 

■県民は、手話に対する理解

■手話を使用する者は、県

手話の普及に努めます。

■事業者は、ろう者に対

又はろう者を雇用するときは

 

● 手話推進計画 

■県は、手話の普及等に関

手話推進計画を策定し、

■県は、手話推進計画の策定又

反映するように、必要な
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・この条例では、

社会生活を送っている

 

 

・県ではろう者とろう

を目指すため、意思疎通
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ろう者ってどういう人のこと？

手話を広めるのはどうして？

お問い合わせの際にはホームページの「お問い合わせフォーム」も

とろう者以外の者が相互に、 

合いながら共生することのできる地域社会

利用の手段として必要な言語であることを

除去に関する必要かつ合理的な配慮を行い

協力を得て、手話の普及等を推進していきます

関する施策の推進に当たっては、 

努めます。 

理解を深めるよう努めます。 

県が実施する手話の普及等に関する施策

。 

対しサービスを提供するとき、 

するときは、手話の使用に関して配慮するよう

関する施策の総合的かつ計画的な推進を

、実施します。 

策定又は変更するときは、県民の意見を

な措置を行います。 

Ｑ＆Ａコーナー☆ 

、耳（聴覚）に障害があり、手話を言語として

っている人のことです。 

とろう者以外の人が共生することのできる

意思疎通を行う言語としての手話の普及を
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ろう者ってどういう人のこと？ 

手話を広めるのはどうして？ 

お問い合わせの際にはホームページの「お問い合わせフォーム」もご利用ください。

地域社会の実現のために、 

であることを県民の理解の下に、

い、 

していきます。 

施策に協力し、 

するよう努めます。 

を図るため、 

を聴き、 

として日常生活や

することのできる地域社会の実現

を図るものです。 
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